
当社の事業承継

（株）電子制御国際
中村



所 在：東京都羽村市神明台3‐33‐6（準工業地帯）

創 業：1968年1月（昭和43年） ※現在57期

資本金：5千万円

社員数：43名

年 商：11億円（2023.9～2024.8）

上海依希奇電子有限公司 （子会社）

所  在：上海市閔行区虹井路368弄金俊苑1号101

創  業：1996年（設立29年)

社員数：14名

年商：3億円（2023.１～12）

日本より輸入・販売、現地製造は地産地消



開発・標準機
（検査機）
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ソフト＆ハード設計

自社開発
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画像転載元 http://www2.nissan.co.jp/FUGA/point_1.html#a01

高級車：１２０～１６０個
一般車： ８０～１００個



電子チップ試験

スマートフォンには、
・インダクター（電子チップ巻線コイル）が100個程度
・MLCC（電子チップコンデンサー）が500個程度

自動車には、MLCCが
・ガソリン車 3千～4千個
・プラグインハイブリット車 1万2千個
・電気自動車 1万8千個

①長時間駆動（省電力化）
②高速大容量通信（高周波）
③軽量・薄型化
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事業承継 創業～第１期事業承継を始めるまで

• １９６８年、電気通信大学を卒業した仲間３人でものづくり事業を設立

• 一人はメカ系、一人は測定系、一人は音響・アンプ系を得意としていた

• メカ、測定を得意とした２名は支払い・費用＝金勘定が不得意で、音響・アン
プを得意とした創業者が工場簿記を学び、経理を見始める

• １９８２年、メカ系創業者が独立する

• １９８８年、測定創業者が独立する→音響・アンプ系創業者１名が事業を継続

• 親しく付き合っていた取引先２社と、互いに株式を持ち合うなどしたが、２社と
も代表取締役退任を機に持ち合い株式を解消となる ※後ほど説明

• １９９０年、中小企業投資育成より資金援助を受ける（３万株増資）

• ２０００年、製品開発と製造原価低減に功績あった従業員２名を取締役に選
任し、株式の一部引継ぎを始める＝従業員事業承継（第１期）に取り組む
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創業～第１期・事業承継

電気通信大学仲間３名で創業

電気通信大学メカ系創業者１名が独立

電気通信大学測定系創業者１名が独立

中小企業投資育成より資金提供＝３万株を増資

従業員２名を取締役に選任、一部株式の譲渡を始める

弟に代表取締役を譲り、経営の裏方へ

アンプ系創業者年齢
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株式を持ち合いした会社の出来事
• 東京都A社（加振プローブを輸入・販売する商社）

１９９６年ごろ、A社代表取締役より、会社（事業）を引き受けて

ほしいと話を受けるが、A社従業員が事業売却に反対し断念する

当社とは、２００３年に株式の持ち合いを解消（2013年まで金庫株）

• 茨城県B社（振動測定器の国内仕入れ・販売する商社）

取引先企業の息子が優秀で、後継者にと迎え入れる。事業を

譲るのに株式譲渡＝売却金額の話をするが、相手は無償で譲渡し

てもらえると考えており、結局は上場会社に株式を売却する事と

なる。当社とは、１９９０年に株式の持ち合いを解消



• A社、B社と株式の持ち合いを行い、安定株主の確保に取り組むが、相手先
企業で様々な事もあり、持ち株解消となり、別の方法を模索する

• 中小企業投資育成に株主になってもらう事により、安定株主を得る

• １９９６年に創業者の弟が入社し常務取締役に就任する。ご子息はおらず、
就任後２年程度して従業員事業承継の話を従業員にも聞こえるようになる

• ２０００年、功績のあった従業員２名を取締役に選任し、事業承継に取り組む

• ２００１年、常務取締役（前社長）から代表取締役へ、代表取締役（創業者）
から会長へ

第１期事業承継



第２期事業承継（私の話し）
• 1989年～1994年 18～24歳

高校を卒業し、知り合いのつてで入社する。製造として電気製品の組み立て、調整、メンテナン

スなどを担う ※会社唯一の普通高校卒で入社、現在でも最も低学歴

• 1995年 25歳

創業社長と面接し、将来やりたいことを聞かれ、特にないと答える。暴走族の方がましと言われる

• 1996年 26歳

前社長が常務（創業者の弟）として入社し、人生が一変する

①常務に地獄の訓練に送り込まれる→従業員の選別をする

※拒否して退社する者もあらわれる

②海外顧客訪問、メンテナンスをするよう言い渡される（２５～４５歳まで毎月訪問）

※海外に行きたがらない従業員へ知らしめる※私の上司も退職

③報告書を毎日書いて提出する→箇所の指摘はなく毎日再提出

※一番仕事のできない従業員に課題をあたえ、他従業員にも業務命令に従うよう教育をし

ていった（当時は技術・職人の集団であり、書類・文章を作成するものは皆無）

• 1996年 26歳 あなたが想像する会社の未来を全社員に書かせ、最も内容が面白いと褒められる



• 1997年 27歳 役職：営業課サブリーダ 貯蓄0円

※将来お前も取締役になるかもしれないので、株式を購入出来るよう貯金しろと常務に

言われる。株式が１株いくらで総額いくら必要か分からないが、とにかく貯金を始める

• 2007年 37歳 役職：営業課リーダ 貯蓄680万円

※当時手取り25万円 毎月8万貯蓄 ※おおよそ年収400～450万

• 2013年 43歳 役職：取締役 貯蓄1,500万円

※会社株式を購入するには不足している感じる ※1株いくらか目安が分からない

①創業社長に呼ばれ、アベノミクスについて説明を受ける→株式投資を始める

②A社金庫株3,600株購入＝540万円使う 貯蓄は約1,000万円へ ※1株＝1,500円

③アベノミクス・株式投資で1,800万円利益を生む 貯蓄2,800万円

• 2018年 48歳 役職：代表取締役 貯蓄4,000万円

①代表取締役より、会社株式を10,000株購入＝2,800万円使う ※1株＝2,800円

第２期事業承継 1997～2018 （21年間）
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交代時の事

• 27歳から48歳の21年間、株式購入を模索する。代表取締役までな
るとは思っていなかったが、株式購入には人生を掛けて取り組んだ

• 代表取締役に就任にあたり、高卒で学歴もないと固辞するが、あほ
なくらいで丁度良い、社長は遊んでいるくらいが会社がうまく回る、お
金儲けは運と実力が必要、と言われる

• 退任の話を６月の中旬にされ、８月１日に交代する。引継ぎの期間は
短かったが、交代後もあまり苦慮することはなかった。会社をどのよう
に維持し、発展させていくか、常々教育されていたと知る事と、支え
る人材を育成してくれていたことを少しづつ理解する



創業者、前代表取締役からの教育

• 従業員として事業承継をするにあたり、

①株式購入しなければ会社を売る、と言われ、何とかせねばと思い詰める

②事業の将来性＝付加価値の創造を探して来い、と言われる

③お金の流れ＝貸借・試算表について理解が足りないと叱咤される

どれも大変であったが、様々な教育によりコロナ化でも赤字にならず事業

に取り組めている



前社長の事業承継への取り組み（功績）

•常務として入社当時、技術者集団で文書を書かない我々に
ISO9000を取入れて報告・連絡・相談をするよう教育する

•従業員より役員を抜擢し、それぞれ課題を与える

（一人は物作り、一人は総務・経理、一人は新規事業）

•各部門から年間の事業目標と半年後の経過報告を始める（マ
ネージメントレビュー）

上記を取り進め、技術者集団の職人企業から各々が責任・役割・
目標・実績を重視する企業へと変化した。これにより人材育成が
自然に行える企業となった。これにより人材が育ち、従業員事業
承継が出来る企業となる（事業は代表取締役一人ではできない）



• 政府及び東京都補助金にチャレンジ

自社内の開発・製造の人員が少なく、製品開発にも限りがあった。そこ

で他企業と連携し製品開発に取り組むが、互いに利益が合わずやはり

自社製品が最も儲かるとあらためて理解する。人員の増員を模索する

• 海外企業を定期訪問し、プレゼンを実施

日本の名もなき企業の事業を聞いてもらい、３か月に一度訪問、少し

づつ仕事ももらえるようになり、電子チップ試験を見つける



• 試算表や貸借

従業員時代、販売費管理費や利益など、数字ついてしこたま怒られる

が、お金の流れは経営者にならないと分からない面が多いと実感する

金融機関との付き合い方は、前社長と同席して経験を積む
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49期 2016年11月
トランプ大統領選挙勝利

51期 2019年5月
米中貿易協定破棄

52期 2020年1月
ダイヤモンドプリンセス号
未知のウイルス蔓延

53期 2021年2月
ロシア、ウクライナ侵攻

55期 2023年1月～
中国・ゼロコロナ解除

TPP、イラン核合意、パリ協
定と脱退しまくり、アメリカ
ファーストを掲げ、高い雇用

率と低い失業率を実現
任期中、戦争なし

貿易戦争

不動産不況
49期 2017年
8月代表交代

2023～24

環境／ＥＶ投資

2014～15



511 488 

613 
675 

760 

529 557 

797 809 

1,100 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

47期 48期 49期 50期 51期 52期 53期 54期 55期 56期

売上（単位百万円）

50期8月～51期8月
社屋建替え

従業員
２５名

従業員
４３名

製品開発＝物作りには人材が必要と痛感し、
就任２年目に社屋の建て替えを始める。以
前の社屋の２倍の面積となる

人材獲得を進め、ものづくり事業を推進



従業員社長になって気を付けている事
• 従業員の収入を増やす事、利益の還元を重視しています（年3回賞与を30年
継続）

• 従業員に挨拶を強要しない→お客様に挨拶してくれればよい

• むやみに従業員に話しかけない、社内をうろうろしない→社長は従業員から
見ればうっとうしい人間。自由にものづくりの才能を発揮してもらえれば良い

• 部署ごとの取締役、リーダがその部署の社長と従業員に説明している

• 意味のない出張や行動はしない→社長の日当は高いので、無駄な費用は使
わない

従業員皆さんの収入が増え、余暇を楽しむ余力もできれば、職場環境は自然と
明るくなり、社長として従業員の皆さんにも認めてもらえる。人に働いているも
らい、自身が生きている事を常とする （働いてもらう能力）



人材求む

先従隗始＝隗より始めよ（郭隗）

広く人材を求める意

まずはやってみる、前向きな人を広く世間に求む
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コロナ感染症と退職者

• 営業は在宅勤務、製造は雇用調整金を頂いての休業を実施する

• 在宅勤務中に外出し、コロナ感染症を発症する者、長引く休業により
出勤をしなくなる方が数名

• １名を除き、４名の方が退職される

収入を増やすや福利厚生を安定させても、会社に合わなければいつ

いてくれないと知る。



57期（2024年9月）～

• 10年間で、営業受注見込みが３倍になった

会社全体で真剣にモノづくりに取組んだ結果と感謝

• 今後、先進国で人口減少＝人不足により更に自動化が進む

欧米などは移民により人口を維持している

2064年＝97億人をピークと予測されている

• 地球温暖化による温度上昇、水不足、台風の大型化、災害などが多発
するようになり、物の耐久性の更なる向上が求められる

• 自動化システムと耐久性のニーズ、これらの更なる追求が重要、ＡＩとの
融合に取り組みたい



次期後継者への引継ぎ
• 次期後継者は決めています

• 次期後継者は、私が就任後、3年目に取締役に選任しました

• 保有株式は少しづつでも買ってもらえればとお願いしています

• 交代時期は6～8年後を目安にしています ※就任から交代まで１３～１５年

• 交代後は会社には残りません→前代表が残ると・・・

• 経営思想は何も伝えません→従業員を守る選択を自身で判断すれば良い

• 自身を支える右と左の人材（取締役）は、自分で考えて選んでもらいます

• 交代時期と次期後継者は、金融機関や主な株主に私から説明済です

• 次期後継者は事業拡大には向かないが、事業の維持・継続するには私より優れて
います→攻めに強いか？守りに強いか？

• 過去に事業を他企業に売却する話が２度あった。自分は、会社を少しでも大きくし、
一緒に会社を大きくしてくれた人たちにものづくり事業を引き継ぎたい



株式の今後

• 創業者→ 今後（親族へ承継）

• 中小企業投資育成→   今後（保持） 

• 関連企業→    今後（保持）

• 取締役２名→  今後（親族へ承継）

• その他→                   今後（※買取希望の場合、当社購入）

• 代表取締役→            今後（次期経営者へ売却→事業承継）



最後に

• 親族への承継も、従業員への承継も、

①引継ぐ人材＝後継者

②支える人材＝取締役な、管理職、次世代の管理職

③事業の将来性＝付加価値の創造

④資金＝株式譲渡、事業維持・継続、又は発展・将来への投資

⑤安定株主＝利益を出して配当で還元

様々な形の事業承継があります。時間も、労力も、お金も必要です。

当社は、事業を継続して残すことを重視したのでは、と思います。
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